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発信力を育成する英語科学習指導

～｢書くこと｣における指導過程のエ夫を通して～

うるま市立津堅中学校山里梨穂

Ｉテーマ設定の理由

平成20年中学校学指導要領解説外国語編における改訂の趣旨に，「自らの考えなどを相手に伝える為

の『発信力』やコミュニケーションの中で基本的な語彙や文構造を活用する力，内容的にまとまりのあ

る文章を書く力を重視する」と示されており，実際のコミュニケーションの中で，英語を運用する力，

自分の思いを相手に伝える力を育成することが，今後の英語教育に求められていると考えられる。

平成22年度沖縄県学力到達度調査において，４領域の正答率を見てみると，聞くこと77,4%，話すこと

64.8%，読むこと51,0%，書くこと46,4%となっており，「聞くこと」「読むこと」の理解の領域に比べて，

「話すこと」「書くこと」の表現の領域において課題が見られた。また沖縄県全体，そしてうるま市の結

果からも，「書くこと」の領域において落ち込みが一番大きいことがわかった。

そこで，本校独自のアンケートを実施分析してみると，生徒全員が「書くこと」を一番苦手としてお

り，その理由として「英語でどう表現していいかわからない」「単語が分からない」等と答えている。

これまでの指導を振り返えると，「話すこと」「書くこと」の表現の指導においては，与えられた日本

語を英語に訳すという，日本語英訳のスタイルが中心であった。基本文を徹底させるという面から定着

は見られたが,「自分の考えを相手にわかりやすく伝える」という指導の工夫が十分でなかったと考える。

この課題を解決するには，自分の考えをまとめ整理し，相手を意識して分かりやすく伝える為の思考

力・判断力・表現力を高めていかなければならない。そのためには授業スタイルを改善し，自分の考え

を英語で発信するという言語活動を指導過程の中に取り入れる事が重要であると考える。

そこで本研究では，「書くこと」の言語活動の一環として，スキット・スピーチ活動を取り入れ，実

際の場面や相手を明確にしながら，自分の考えや思いを書く場を設定する。そして，取材・整理・推敲

等の「書くこと」の手順を明確にした「3Ｃシート」を取り入れることで，より具体的に相手に伝えるこ

とができるであろうと考える。その一連の活動の中で，ペア活動を取り入れ互いに意欲を高めていくこ

とで，自分の考えや思いを発信する力を育成できるであろうと考え，本テーマを設定した。

Ⅱ研究目標

「書くこと」の指導過程の工夫を通して，自分の考えや思いを英語で伝える発信力を育成する。

Ⅲ研究仮説

１基本仮説

英語で表現する場において，指導過程を工夫し段階的に英文を書くことで，自分の考えや思いを相

手に伝える発信力を育成することができるであろう。

２具体仮説

(1)表現する場において，具体的な場面を設定し，スキット・スピーチ等の言語活動やペア活動を取

り入れることによって，自らの考えや思いを発信することができるであろう。

(2)自分の考えや思いを書く場において，「３Ｃシート」を活用し段I謄的に書く指導を行うことで，内

容にまとまりのある英文を書くことができるであろう。
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Ⅶ研究の全休構想

今日的教育;)ＩＬｊｇｉ（中央教育審議会より）

○「発信力」の育成

○語梨や文術造を活用する力が不|･分
○まとまりのある文章を響く力の育成

il1Ijim県の実態
（Ⅱ２２列述庇調Hfの鮒ⅡLより】

○「聞くこと」の正答率77％

○「普くこと」の正答率46％
○「普くこと］への無回蒋率が商い

本校生徒の笑態

○英諾を『llHくことｊは得意

○「書くこと」を苦手としている生徒が多い
○自分の考えや気持ちを表現することに消極的

<ﾆｰﾑ －ｋ_￣ ミーーム

目指す生徒像

①「書くこと」「話すこと」を通して，自分の考えや思いを伝え合うことができる生徒
②既習事項を使って，積極的にコミュニケーションを回ろうとする生徒

発信力を育成する英語科学習指導

｢書くこと」における指導過程のエ夫を通して－

研究仮説

英語で表現する場において，指導過程を工夫し段階的に英文を響くことで，自分の考えや思いをｲ１１
手に伝える発信力を育成することができるであろう。

具体仮説(1)

表現する場において，具体的な場而を設定し，

スキット・スピーチ等の言語活動やペア活動

を取り入れることによって，自らの考えや思

いを発|`了することができるであろう。

具体仮説(2)

自分の考えや思いを【}『く場において，「３Ｃシ

ート」を活用し段階的にiWFく指導を行うこと

で，内容にまとまりのある英文を響くことが

できるであろう。

理論研究 授業実践

･発信/｣について ･アンケートによる実態把握

．「ＴＩＦ＜こと｜の指導法について ・うるま市具体的実践9項信

DＴＴ ･指導過程の工夫 ･仮説の検証

･言語活動の充実

水研究「illFくこと｜における授業のイメージ一汗.｡､ 

導入

駿翻…,言1認:~|……
■■も

I雪匿…||＜の育刀(；
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Ⅳ理論研究

１発信力とは

（１）学習指導要領における発信力について

中学校学習指導要領において外国語科の目標は以下のようになっている。

外国語を通じて，『司語や文化に対する理解を深め，菰極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度の育成を図り，’1Mくこと，話すこと，読むこと，灘くことのなどのコミュニケーション能
力の基礎を養う‘

外国語を通じて①異文化理解②積極的なコミュニケーションの態度の育成③４技能をバラン

スよく育成することが必要であり，これは単に外国語の文法規則や語彙などの知識を身につけさ

せるだけではなく，実際のコミュニケーションをI-1的として外国語を運用することができる能ノノ

の基礎を養うことを意味している。

渡辺寛治（2010）は，今後の小・['１.高等学校の外国語教育で育む資質・能力について「まず，

話し手や苔き手が自分の考え，思い，意図，意思などを持つことが大切である。なぜなら国際的

なコミュニケーションの場では，常に自分の考えを発信することが求められているからである。

そのうえで，相手に論理的かつ具(ｲ戌的に分かりやすく伝えなければならない｡」と述べている。

そこで本研究では，発信力を「コミュニケーションの場において，自分の考えや思いを相手に

分かりやすく伝えるﾉj」と捉えた。表現の方法には「苫くこと」「話すこと」と２つの領域がある

が，本校の課題も九版すべく「it$くこと」に焦点をあてていく。また，「弾くこと」は知識の総動

員ともいうように，自分の｢'１にある考えを生み出し，表現し，吟味していく過程で，「発信ﾉﾉ」の

育成に必要な思考ノル判l断力・表現力を,l1liめていきたい。

(2)発`信刀の構成要素

本研究では，ｌＩｊ学校で育成する「発信力」を支える榊成要素として，主に次の３つを柱として

捉えている。また，具体的な活mlj内容を一緒に示すことで，より木研究が明確になると考え，下

のFZllのようにまとめた酌

相手意識・目的意識
①伝えようとする意欲

ペア・クルー→学習
￣ 

､ 

言語活動の充実
発 ②,思考力・判断力・表現力

ス坪ソト・スピーチ等
ジ

､ 

’ 既習事項を活用するカ
スバイラル学習③英語を運用する力

図１発信力の構成要素

①「伝えよう」とする意欲

まず初めに，生徒の「伝えたい」「iIｻﾞいてみたい」という意欲をI喚起しなければならない。

その為，活動の前には場面設定を明確にし，自分の考えや思いを伝える相手と，そのll的を生

徒に示すことが重要である。その'祭には，より実生活に近い切実感のある場[、を想定し，必然

的に英語を使う活助を|｣:組んでいくことで，意欲が商まるであろうと考える。また，発信力の

育成には共同学習（ペア・グループ）活動が砿要であると考えている。実際のコミュニケーシ
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ヨンは常に双方向性であり，ただＦ１分の意見を述べるだけではなく，１Ｍ手の立場になって考え

る力・相手の考えを理解する力を蒋段の授業の１１１で身につけさせていくことが大切である。お

互いに意見を交換する巾で自分の考えを引き出し，自分の考えを確立させていくことが発信力

には必要である。このような双方向性の経験は，実際のコミュニケーションの場での他宥理解

や異文化理解を促し，発信力の禰養にも繋がるのではないかと考える。「机手が自分の言葉に一

生懸命耳を傾けて話を聞いてくれたという感激は，自尊感情を高める」（三浦拳2006）という

ように，生徒の心情面に大きな自信を与えることも期待される。

②発信力を育成する言語活動

中学校学習指導要領総則では，生徒の思考力・判断ノル衣現ﾉJ等を育む観点から，言語活動

を充実させることが重要であると述べられている。言語は論理的思考だけではなく，コミュニ

ケーションや感性・情緒の基盤であり，磯かな心を育むうえでも，言語に関する能力を高める

ことが求められているのである。国際的なコミュニケーションの場では，さまざまな国の人々

を相手に，自分の考えや思いを発信していかなければならない。その相手の文化を，畷かな心

を持って尊重し，コミュニケーションを成立させる為にも，普段の授業で言語活動を充実させ

ることは重要である。

しかし井上一郎（2012）は，現在の言語活動について「新教育課程の中で電視はされてきた

が，充実するまでには至ってない」としており，言語活動を充実させる為に，より童.現しなけ

ればならないのは｢思考一判断一表現｣などのまとまった各要素の連続体であると述べている。

本研究では，この一連の流れを－つの活動として授業に取り入れることが，言語活動の充実に

繋がると考える。その具体的な活動例として，自分のflｻﾞいた英文を実際の場面を想定したスキ

ット（英語､l劇）やスピーチ適して発表する「i'ﾄﾞくこと」と「話すこと」を関連させた指導が

挙げられる。

本研究では「灘くこと」を中心としているが，そのllfいた文を「話すこと」を通して実際に

音声で表現することで，言語活動がより充実し発信力を１１１Jめることができるのではないかと考

えた。下の図２はスキットの有効性を表したものである。

ノ,`'(１１、
人幾へ
／磯上、
ハ:彗職鍵、
／（…鮠鶴…、

／、脇芝鰯一、

２０％ 
闘いだご』．

３０％ 
ＲＲせ｢２Ｗ■G凹 Ⅲ訳、密Ｏ「UVaNuIV:O7 

InUbIVGmBnl 

ＨＵｍｒエＷ■せⅨ弓

ｗ､坤n．吟rGm世mbGul
南ら

、6GＭＭ髄雅pII ▲ 
見たこと

農 UbIpDlR産ulWld
｡I他ＲＷｕＶ■Ｈ只出

５０船聞いたこと＋見た事

（例）映画をみる
デモズトレーションを見ること

７０`１，，言ったこと
(例）討論に参加する。誰かに言ったこと。

！『)０１U、話すこと＋行動する

(例）疑似体験ブレゼン実際に体験する

図２「経験の円錐j

EdRar［)aleConeofoxpGriencc「AｆｔｅｒｔｗｏｗｅｅｋｓｗｅｔｅｎｄＬｏｒｅｍｅｍｂｅｒｌ

図２は，エドガーデールによる「経験の|']錐」を日本語に訳したものである。学習者は２迦
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間後に何を覚えているかを表しており，ロールプレイなどの「疑似的な体験」は90％と記憶の

定着としては高い。つまり実際に起こりうる場面を意識して，自分の考えを整理しﾄﾛ手に伝わ

るように表現する言語活動を取り入れることは，言語材料の内在化を図るこでも効果的である

と言える。

③既習事項を活用する力

矢野禅（2011）は，「日本語で深く考えてたどり蒜いた結論やその理由を，多少内容のレベル

を澪としてでも『いかに英語で伝えるか』につながる思考をさせることが英語科では求められ

る｡」そして，「手持ちの英単語で，発想を1伝換して何とか言い炎すスキルも育成したい」と述

べている｡例えば,''Veterinarian”は日本語で｢獣医｣を表す単語だが,“adoctorforanimals”

と優しく高い換えた力が，中学生ilUのコミュニケーションとして成り立ち，この発想の帳換こ

そが重要であると説いている。中学生の語蕊力では，言いたい事を言い表せず砿にぶつかるこ

とも多い。しかし，わからない単語や表現に対しても，既習事項や単語を組み合わせながら発

信する経験を，緤段の授業の中でさせていくことが礪要であると考える。

なお，英語の授業における言語活動の取り扱いについて，平田和人（2008）は，「便１１]の中で

理解させ，さらに使用させる」という双方lnlの指導が求められていると説いている。従来の指

導では，ドリルなどで言語材料の理解を図り，定着させてからコミュニケーション活動へとつ

なげていくことが多かった。しかし，平成１９年４月実施の全国学力検査結果によると「知識・

技能を活用する力が身についている子どもは基礎的・鎚本的な知識・技能をも定着している傾

向があるが，知織・技能が定着しているからといって，それらを活用する力が身についている

とは限らない」ということが明らかになった。

このことからも，発信力の育成には，これまで学んだ知,識・技能を活川するような,illl題を，

教師が意図的に設定し，活用させながら知識技能を身につけさせる必要がある。また，これら

の上に，スパイラル的に新しい知識が菰み重なっていくように指導することが重要である。

確かな知識技能の定着が発信力(表現)につなが為

知識

技能

思考

判断

考
断

信
現

発
表

馬

判

＜ 
発信（表現）することで考える力が身につく。知械技能の定満が確かになる。

図３発信力と知識技能を関連させた授業のイメージ
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２英語で「書くこと」について

（１）「書くこと」の意義

「書くこと」について相澤秀夫（2009）は次のように述べている。

「書くこと」は自分と向き合うことであり，自分を確かめる行為であること。例えば筋道を立てて考え

る理論的な思考も創造を広げる拡散的な思考も，文字として書きあらわすことによって整理され明確に

なる。このように考えると，言語活動の中核に「書く活動を」位置づけることの大切さが理解できよう。

ノートは子供の思考・判断・表現の「運動場」なのである。

このことからも「書くこと」の重要さが伺える。また，自分の考えを書き出し仲間と交流する

ことで思考を広げ，最後にまとめとして自分の考え書くことが，自分の考えを深めることにつな

がるのである。発信力を育成するためには，これらの活動を通して言語活動の充実を図っていく

ことが重要であると考える。

(2)学習指導要領外国語科における「書くこと」について

中学校学習指導要領において「書くこと」の指導事項として，次の５つが挙げられている。

文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書くこと。

語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。

聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否やその理由を書いたりなどす

ること。

身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや気持ちなどを書くこと。

自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文のつながりなどに注意して文

章を書くこと。

１
１
ｊ
 

ア
イ
ウ

く
Ｉ
Ｉ

Ｊ
１
 

エ
オ

ー
く

ここに示されている「自分の考えや気持ちを英語にする」「文と文のつながりに注意して」と

は，英語学習初期段階の中学生にとっては，少し難しいと思われる。その為，最終目標へ至る道

のりとして，スモールステップを踏んだ指導が重要であると考え，学習指導要領を参考に中学校

終了時までに身につけさせたい力と，各学年の目標を段階的に設定した。下記は，「書くこと」

における中学校の３年間を見通した学年目標や指導項目を，表記と内容に分け下のように整理し

たものである。

表１「書くこと」における3年間の目標と具体内容
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学年目標 内容に関すること 表記に関すること
具

と

活動例

一年

○自分自身や身の周りのこと

について,文の構成を考えな

がら書くことができる。

○楽しんで普く活IlMlに取り組

むことができる。

○簡単なメモを取ることができる。

○自分自身や第三者について紹介する。

○与えられた視点に沿って文を書く。

○内容にまとまりがある。

○相手を意識した文章である。

○大文字・小文字の区別

○疑問符・感嘆符などを

適切に使う。

○正しい語順で書いてい

る ０ 

自己紹介

他者紹介

Show＆tell 

45words 

二年

○自分の考えや気持ちを，理

由含めて，文の構成も意識

しながら書くことができ

る 。

○接続詞を使って，文と文を

つなぐことができる。

○自分の体験について詳しく書く。

○自分の考えや意見を書く。

○文の中に理由や根拠を表す文がある。

○英文の文章榊成を意識して文を書く。

○5W1Hの視点で文をかく。

1年生の内容に加えて

○because/ｓｏなどの接続

詞を使っている。

OIthink/Ｉａｇｒｅｅなど

を使っている。

日記

旅行体験記

スピーチ

70words 

三年

○与えられたテーマについ

て，自分の考えや意見を，

根拠となる理由や説明も

含めて，論理的に書くこと

ができる。

○読み手を意識して，自分の体験や意見

について書く。

○論理的に首尾一貫した文を書く。

○英文の文章梢成を意識して文を書く。

○内容に応じた文章榊成

である。

○接続詞や副詞，代名詞

などを使ってかく。

オリジナルスキ

ツト

ディベート

l00words 



(3)日本語と英文構成の違い

遠田和子（2011）は，英語で文章を書く際には，１１本特有の「起承転結」ではなく，英語のエ

ッセイの構成である「序論→本論→結論」で書くことが大切とし，この間，趣旨があくまで一貫

して論理的であることの重要性を説いている。また，渡辺（2011）は，「今後，リル高等学校の

speakingやwritingなどの言語活動では，英語特有の首尾一貫性（coherence）を重視したコミ

ュニケーション活動を行う必要がある」と説いている。また日常会話やスピーチに竿における論

理性（logicality）として，次の３つをあげていることから，英文での構成方法と合わせて，以

下のようにまとめた。

表２英文の綱成方法と日本語での具体例

(4)自分の考えや思いを英語で「書くこと」の手立て

書く力をつけるための効果的な指導法を探るため，アンケートや諸テストの結果を分析し，つ

まずきの原因をまとめた。主なものとして，①アイディア（書く内容が思いつかない）②語彙・

文法事項に関すること（１１$きたい内容を英語で表現できない）③文章構成（どのように書いたら

いいかわからない）の３点である。つまずきの原因を解消し，書く力を高めるためにも，手立て

を講じる必要があると考えた。そこで本研究では，文意を普く過程に沿って，その際に必要な手

立てとして次の事に留愈する。

表３英文を轡<ための活励内容と具体的な手立て
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榊成順 具体的内容 日本語での具体例

垂心 ①トピックセンテンスを述べる。 僕の一番好きなスポーツはスキー！

②トピックセンテンスをサポートする複数の文

を述べる（理由，根拠・事実などを具体的に）

好きな理由は２つあります。

まず，雪が好き１子供のころから１iと遊ぶのが

好き１次に，白銀の世界を滑る感覚は峨高！

至諺 ③結論を述べる。 だからスキーが一番好き１スキーは生涯の友！

活1111j内容 主な指導の手立て

想材理発取蜷
○必要な情報を読んだり１１Mいたりする。

○アイディアをメモにする。

○自分の考えを盤理する。

･文章を書くときの視点を与え，それを基に

アイディアを固めていくよう支援する。

･ペア活動を取り入れ意見交換する。

構成

氾述

○場面や状況に応じ，51$<目的や読み手を想

定して書く。

○内容のメインテーマを意識する。

○文章構成を意識し，文の組立てを考える。

･使ってほしい表現やモデル文を,教師が提示

する ｡ 

･テーマにあった文章構成を提示する。

推敲

○書いた文章を読み返し，スペルや用法等を

確かめて，読み手に分かりやすい文章に書

き直す。

○文と文のつながりなど，論理的な展開を砿

かめ，読み手に分かりやすい文章に書き直

す｡ 

.押さえておきたいポイントを|ﾘ]砿にし，チ

エックリストを作成する

･生徒同士による推敲

･教niliによるコメント響き，添ｌＩｉＩ１

交流

評価

○書いた文を発表する

○自己評価

･発表を聞いて，お互いにコメントを書く

(ペア同士・生徒教師間）



３指導過程のエ夫

（１）学習指導要領における指導過程について

中学校学習指導要領総則の中では，「生徒が学習している事柄について，事前に見通しを立て

たり，事後に振り返ったりすることで，学習内容の確実な定着が図られ，思考力・判断力・表現

力の育成にも資するものとする」と明記されている。単元や授業の流れを明確にし，その各段階

で具体的な活動を生徒に示すことは，生徒の思考を整理し，どの段階で生徒がつまずいているか

を把握する為にも重要な役割を果たすと考えられる。

(2)３Ｃシートについて

本研究では，生徒が論理的に思考し，内容にまとまりのある英文で発信できるように，「書く

こと｣における指導課程を｢Collectinformation①発想②取材③整理,Compose④榊成⑤記述Check

⑥推敲⑦交流⑧評価」とした。それぞれの活動の最初の文字が，アルファベットのｃで始まるこ

とから，「最初のＣ」「１１$いて見ようのＣ」「書いた後のＣ」とする。活動内容をlﾘ1砿にし，そ

れをシートにすることで，生徒は示された順序に沿って思考を整理しながら響き進めていくこと

ができると考える。

表４「３Ｃシート」の内容
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①股初のCCoUectinfbrmation発想・取材・整理

まず「書く前のｃ」では，情報を集めてメモにし，整理する作業をおこなう。生徒はブレーンストーミン

グや必要に応じて取材をすることで，「書くこと」に必要なＩｌｉ報を収集することができる。本研究では，

その活動の際に，付筆紙を活用していくことが効果的だと考える。付菱紙の利点として，次の３つの事が

挙げられる。－つ目に，付菱紙には思った事を短い言葉で文字にする為，生徒にとって，１１$くことへの抵

抗を減らす事ができる。また二つ目に，文章の構成を考えるⅡ１Fに，付築紙の位置を変えることで生徒の思

考を促すことができる。三つ目に，付筆紙の量が増えることで，生徒の書く意欲も高まることが期待され

る ◎ 

②「書いてみようのＣ」Compose構成記述

この段階では，メモをした情報を英文にし，その文と文をつなぎ合わせて文章を作っていく。既習事項を

どう活用するか，どうすれば相手に伝わるのかを思考・判断しながら文章にしていく作業である。またそ

の際に，文章構成の例を示しておくことで，内容にまとまりがでると考えられる。今回は英語特有の文の

i1ﾄﾞき方であるComestraighttothepoint（結論が先）一Concrote（具体的に）→Conclusion（まとめ）

を「書いてみようのｃ」として取り入れる。その他，メールやあいさつ文を書く際など，その内容に合っ

た文章構成を指導していくことができる。

③「番いた後のＣ」Check推敲・交流・自己評価

諜き終えたら，まず自分で推厳Checkする。そしてペアの文章も推敲し，相手に伝わるかどうかを考え，

お互いに意見を交わす。また推敲する際に，推敲の視点を表したチェック項目をjij意することで，英語が

苦手な生徒にもできるよう配慮する。その後，教師によるチェックを終えて生徒は治11卜に移る。

次に，書いた英文を発表する（Challenge）に取り組む。内容に合わせてスキットやスピーチ等を取り

入れ，生徒が意欲的に取り組むよう工夫する。また教師は，生徒が自信を持って発表できるように，練習

の時間を確保し，発音のチェックやジェスチャーの指導等をおこなう。

そして最後に発表を聞いて,生徒間そして生徒と教Rilillllで,お互いにコメントを交わす交流の(CoIHment）

である。発表を通して分かったことや，互いに良いところを見つけ，認め合い，励まし合うことで自信を

もたせ，発信することへの意欲を高めることをねらいとしている。そして最後に自分lL1身への＝メントで

ある自己評価をし，教師にシートを提出するようになっている。



(3)「３Ｃシート」の実際

図４．５は，「３(、シート」の実際とヒントカードである。図４のように玻初に11ﾄﾞ<作業の流れ

を示すことで，生徒に学課の見通しを持たせる。
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図４「３０シート」ガイド

また，実際の授業では，トピックに応じて付篭紙を活Ｉｉ１しながら，図６．７のように活用を区

ってく。
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(3)「３Ｃシート」の活用

北尾倫彦（2011）は，これからの英語の授業計lI1jiについて，「授業の組み立ては，逆向き設
計(backwarddesign)が有効である」と述べている。逆向き設計とは，ゴールから順に段|偕を迫っ
て指導内容を検討していく方法である。これまでの「この単元の内容を教える」という授業から，
「この力を付けるための顛元，この力を付けるための授業」等，目標を明確にもった単元設計が
求められている。

そこで本研究では，「３Ｃシート」を活用する場を下記のように位殻付けた。また「３Ｃシー

卜」を効果的に活用する為には，前後の活動が重要であると考え，図８のようにまとめた。
指導過程留意事項

蕊|信菊鰯i蕎成

／ 
①単元'－１標・授業目標を提示

単元・授業のめあての提示単元・授業のめあての提示 ） 

既
習
事
項
の
確
認

②ゲーム弊を取り入れ，既習蒋項を｡'き｛Ｈ
す導入の工夫

既習事項を引き出す

導入の工夫

④生徒の興味を引く題材をⅢいたモデル文
文

を提示する。また，文を普くときのアイデ

ィアの．視点を与える

！ 
、６コL_、～_兎司也兀冗二、、口h、マヒ沁_託_エ、死、、、｡Ｌ三、、

|Cシートの活

自力解決 ⑤机間指導・個別支援を行う。
（生徒の理解度に応じて，③に渓る）

学び合い・練り合い ⑥ペア・グループ活動

自信を持って発表できるよう，発表準備を
支援する“

教師による推敲

発表 ⑦発僑者・聞き手の'１W力を指導する。

ﾐ<<i三
⑧お互いの良いところを見つけ合い，学習
への意欲を商める。

交流

基
礎
基
本
の
定
着

⑨生徒の理解把握・佃への対応理解把握・個別支援

⑩－時間の授業・単元を通して，自分自身
をふり返る時間を設ける。

振り〕反り (授業鵬llll】(授業設計】

図８Ｓｃシートの活用価

と1－１０

指導過程 留意::1ｆ項

鶏;信調繊蕎議譲譲譲
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薑
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①単）亡'－１標・授業日標を提示

②ゲーム燦を取り入れ，既習１F項を｡'きlＨ
す導入の工夫

④生徒の興味を引く題材を)|lいたモデル文

を提示する。また，文を醤<ときのアイデ

イアの．視点を与える。

⑤机illj指導・個別支援を行う。

(生徒の理解度に応じて，③に民る）

⑥ペア・グループ活djl」

自信を持って発表できるよう，発表準備を
支援する。

⑦発信者・聞き手の'１W力を指導する。

③お互いの良いところを見つけ合い，学習
への意欲を商める。

⑨生徒の理解把握・佃への対応

⑩--時ＩｉＩ１の授業・単元を通して，自分自身

をふり返る時間を設ける。

ﾄ」を効果的に活用する為には，前後の活動が重要であると考え，図８のようにまとめた。



Ⅵ指導の実際

○授業実践①（1年生１１月７日実施）

１Ili元名SunshinelLesson7IIalloween

２１１i元目標・IMI違いを恐れず楓極的に書いている。

．“What,sthis?'，‘`Whoｉｓ～？，'の質問に英語で答えることができる。

・ハローウインについて理解をすることができる。

３評価規準

(1)単元観

本単元では，“What'ｓthis?，,「これは何？」や'Ｗｈｏｉｓｈｅ？“「彼は誰？」”等，日常会i活の中

でもよく使われる表現を扱う。そのため書く練習や口頭練習を取り入れ，雑木フレーズを定着さ

せていきたい。本単元で習う表現は，外国の文化について鮴ねたり，自分の国や出身地の文化に

ついて説明したりするなど，国際理解を深めるきっかけとなる大切な表現である。また，本iii元

の話題の中心はハローウインであり，外国のお祭りや行事を知ることは，その国の歴史や文化を

知る上で非常に愈要である。i''１細のお祭りなどと比較させながら，異文化理解を深めていきたい。

(2)指樽観

生徒は小学校の外国語活動で，‘`What,sthis?”の音声には憧れ親しんできている。本Ｉ１ｉＪ亡の

目標文は，“What'ｓthis？，,の蘭問に``１t，ｓａｐｅｎ”と質|M1された物の名称を答えることである。

しかし今回は，小学校での外国語活動で音声に親しんでいることを踏まえて，もう一歩踏み込ん

で指導していく。設定としては，外国人に沖細の食材や物について聞かれた事を想定し，それに

ついて''1t'ｓ～，'と英語で説明できるよう指導していきたい。ZIH徒は英語を11$くことを苦手として

いるため，２文以上書くことを目標に支援していく。

(3)Ili元のねらい

i~百

,‘’ 

4-11 

ア関心・意欲・態度 イ表現の能力 ウ理解の能力 エ言語や文化について

の知識・Bl1解

書くことにおける評価規準
①１１M違うことを恐れず積

極的に書いている。

②辞譜を活用してiIIFいて

いる ｡ 

①文法に従って，正しく

書くことができる。

(適切な筆記）

②場而や状況にふさわし

い表現を用いて聾くこと

ができる。

①ペアの文を銃んで，理

解することができる。

①状況や場面にふさわし

い表現を使っている。

②ハローウィンについて

nM解している。

ねらい.活動
｢普くこと」の評

価規準とのＩＭＩ迎
評価の方法

１ ○本lli元で身に付ける文の柵造や大まかな内容を知る。

･本1M元で身に付ける技能や理解する内存を知る。

･ハロウィーンの知鍛を問うゲームを行う。

エ② ワークシート

２ ○Theyを用いた文の榊造を理解する。

･教科書本文をjUIして，ｔｈｅｙの使い方を理解する。

･ｔｈｅｙを用いた文を使えるよう練習する。

ア① 活動の様-fＬ

３ ○疑問調whatを川いた文の柵造を理解する。

､教科香を通して，Ｗｈａｔを用いた疑１１１１文の使い方を理解する。

･Ｗｈａｔの使い方，、常会話で使111頻度の高いフレーズを練習する。

ア①② 活動の様十

４検証授業①
○疑問調Whatで質IlIlされた時の答え方を練習する。

.与えられたトピックに対して，キーワードとなる商業をメモにしてi1$く゜

<例〉見た目，におい，聞いたり細くたりした情報禅

･メモした日本語を英語に直し，文をi1Fいていく。その際，必要に応じて辞

11Fを活用する。

イ①②

ウ①

後'三1テスト

５ ○疑問調whoを用いた文の榊造を理解する。

･教科普本文をj、して，whoの使い方を理解する。

･Ｗｈｏで質問された11ｷの答え方を練習する

６ ○本1Mし元のまとめ自己評価



(4)木崎の指導,汁画

指導上の留意点Teclcher1sQndsﾅudenfs1Gc十Mfies 生徒の反応

鱸し囑蝋蕊…隅【鰯聯‘心がける。
１ｗｑｒｍｕＰ 
－問一簿英会話チャンツ導入

２ＧｃｌｍｅＭＷｈａｔ'ｓthis？'’既習Tl｢項を引き出す

：騨纈鰯躯,,， 織鵜|縁騰薊'割

銚
凸解答者以外は，その物に

対してのヒントを解馨者

に教える。

る。

「四角はsquareっていうん
だ」

灘上鰄|黙ﾌﾞ…■
３雑本文の説明

Whofsfhis？ 

Ｚ…Tof…｡』｡,.､……圏｡代｜雁:鞠：

i……蓬蕊議で篝…ことがで護る!|;蹴鞠幽議J：
４本時のめあてのlMi昭

展開 津堅や沖細の文化を英語で発表することができる

、モデル文で与えた視点「難しいトピックだな」

を腫敵させる。 「もザくってIdlL1〔てきだよ
５活､11【１１ﾄﾞくこと】ペア活動 ね」

場面設定をする。「ゴーヤーは苦いって教えよ
「津堅HHIに来たＡＬＴの先生は衝問があるそうでう」
す。質問は４つあるので，どれか一つ趣んで答え

て下さいね」

囮，ﾆﾝｼﾞﾝ膿’國四，Ｉ,iii凝蝋騨騨

－－ 

５活動【１１ﾄﾞくこと】ペア活動

場面設定をする。

「津堅HHIに来たＡＬＴの先生は衝１Ｍ]があるそうで
す。質問は４つあるので，どれか一つ趣んで答え

て下さいね」

尼子z１１ﾆﾝｼﾞﾝ塔’１認Ｅ不}
『もし，伝わらなかったら

ジェスチャーで#,没､､'し』：
いるか砿認する。

６「話すことＩ②

「あなたは友達と歩いています。そこでばつた１コ

とＡＬＴの先生に会いました…」

自分たちの英文をスキットの中で炎する。

１１ 

６「話すことＩ②

「あなたは友達と歩いています。そこでばつた１コ

とＡＬＴの先生に会いました…」

自分たちの英文をスキットの中で炎する。

１１ 

フ１１

「外国人ってチャンプルー

わかるかな？１
■ 

【雇囲ｒ庫ｒ庫

１，，，１１ 1， 
「￣￣

７ドリル【読む】

ワークシートの１１１１題に取り組む

７ドリル【読む】

ワークシートの１１１１題に取り組む
Ⅲ]別支援 「今日のスキット楽しかった

ね」
「次は．ジェスチャーをいれ

８ふ卵LＺＩＯ８ふ卵LＺＩＯ
まとめ

木崎の目標文をもう一度確認す馬
宿題

木崎の目標文をもう一度確認す馬
宿題

FlI解把捉 よう

(5)授業後の反打会より

検証授業①では，－時間の指導の流れを「説明→炎現活11,｣→練習問題」とし，既習事項を漸用

しながら発侭ﾉjを育成する授業鵬１１１１を試みた。通ｉｌｌｒの活動より'１州]はかかったが，ペア'司':で話

し合う場が蝋え，辞'1$を活用する場面も多くみられた。また，ロ常で起こりうる場面を設定し，

相手意識．1=Ｉ的意識をU1確にしたことで，文を考えている玻''1に，「ＡＬＴの先生は，チヤンプ

ルーってわかるかな」嫌，｜;H手を蔵Ｉ徹したつぶやきが１１Mかれた。授業後に生徒が１１ﾄﾞいた文wfを見

てみると，譜莱数，文の数ともに増えており，特に廠欲の面で人きな変奔が見られた。しかし－

力で'司一文型が何度も使われ，’２１分の思いが述べられていない嫌，内容,､iに課題を感じる。

そこで検証授業②では，英文の「序論→本論→結論」の文嗽ﾋｲ,'『成を意織させ，Ak徒が論nM的に

思考し，文を,'ﾄﾞいていくことができるように，ワークシート（３Ｃシート）を工夫した。

'１－１２ 

Teqcher1sQnds↑uden↑sIGc十ivi↑ies 指導上の留意点 生徒の反liUi

津堅や沖細の文化を英語で発表することができる！

導入

展開

まとめ

１ｗｑｒｍｕＰ 
‐･問一籍英会話チャンツ

２Ｇｃｌｍｅ、`What'ｓthis？'’既習Tl｢項を引き出す

５活､11【１１ﾄﾞくこと】ペア活動

場面設定をする。

｢津堅HHIに来たＡＬ'rの先生は質問があるそうで

す。質ｉｌｌｌは４つあるので，どれか一つ趣んで鱒え

て下さいね」

囮｜ﾆﾝｼﾞﾝ塔｜国Ｆ＝？。

６「話すこと」②

｢あなたは友達と歩いています。そこでぱったり

とＡＬＴの先生に会いました…」

自分たちの英文をスキットのＩｌ１で炎する。

曇11iililjiil11了uiil
７ドリル【読む】

ワークシートの１１１１題に取り組む

８ふり返り

木崎の目標文をもう一度確認する

宿題

|＃iijW漁

|;塵籔辨ｌｌＩるよ

'1IliLIilij,il11fj； 

「今｢lの授業何するんだろ

う？」

「先生チャンツしたい！」

「ドキドキ十る！」
「あ～UI1角って英語で(Ij'てい

うかわからん！」
｢F1いばwhiteだ):ね」

「四角I:tsquareっていうん

だ」

「|ｆｓを使って文にするんだ］

『で

｢お

きるかな・・・」

もしろそう！」

｢難しいトピックだな」

｢もザくって他L|〔てきだよ

ね」

「ゴーヤーは苦いって教えよ

う」

「もし，伝わらなかったら

ジェスチ･Ｙ－でも炎現しよ

う１」

｢外国人ってチャンプルー

わかるかな？」

「今にlのスキット楽しかった

ね」

「次は，ジェスチヘ･一をいれ

よう」



授業実践②(１年生２月７日実施）

（１）単元名Sunshinellnyourwords(総合的な活動）第三者を紹介しよう

（２）単元目標・間違いを恐れず積極的に書いている。

・これまでの既習事項であるｂｅ動詞やcanを用いて，身近な人を英語で説明

ことができる

・紹介をする際に，場面や相手に応じて適切に表現を選択して書くことができる。

（３）評価規準

(4)単元計画と評価

後
日
》

4－１３ 

ア関心・意欲・態度 イ表現の能力 ウ理解の能力 ＝言語や文化について

の知識・理解

書くことの評価規準
①間違うことを恐れず

積極的に書いている。

②辞書を活用して誓い

ている 。

①文法に従って，正し

く書くことができる。

②文のつながりや構成

を考えた文章を書くこ

とができる

(適切な筆記）

③場面や状況にふさわ

しい表現を用いて書く

ことができる。

④内容にまとまりのあ

る文章を書くことがで

きる ｡ 

①ペアの文を読んで，

理解することができ

る ｡ 

(言語についての知識）

①状況や場面にふさわ

しい表現を使ってい

る ◎ 

②文字や符号などを使

い分ける知識を身につ

けている。

ねらい．活動 本課の評価規

準との関連

評価の方法

１ 

○本lii元で身に付ける文の構造や大まかな内容を知る。

･本111元で身に付ける技能や理解する内容を知る。

○難しい言葉を日本語で言い換える練習をする。

(例）「栄養が一杯詰まっている」一「健康的」healthy．

｢性格がとてもよい」→「優しい人」ｎｉｃｅ

ア① 活動の様子

２ 

○英語の文章構成に沿って，文を書くことができる。

･ブレーンストーミングを行い，思いついた情報を付菱紙にメモを

取ることができる。

.与えられたトピックに対して，３Ｃシートを活用し，流れに沿っ

て書く練習をする。

･適切な文章構成になるよう文を並べ変える。

ア①②

イ①③

エ②

後日テスト

３検証授業②
験証授潤
Ｏ自分の友達や先生を，外国人に紹介することができる。

･見た目，性格，趣味等，人物を紹介する時の視点で，多くの情報

をメモし，活用している。

･相手を意識し，適切な表現を選択している

･スピーチの練習をする

イ②④

ウ①

エ①②

ワークシート

後日テスト

４ 

○スピーチ発表

･発表の仕方と評価の仕方を理解する。

･聞き手の生徒は評価表を記入し，スピーチを通して分かつたこ

とや，発表者へのコメントを書く

５ ○本lii元のまとめ自己評価

後日
<ペーパーテスト〉

◇ALTを紹介文する問題

◇場面を与えて適切な表現を書く問題

イ②④

エ①②



(5)木時の指導

①ねらい

好きな友達や先生を外国人に紹介することができる。

②木時の展開

TeochBrISGndSﾅuden十SI0cfM十ieS 指導上の留意点 生徒の反応

.楽しい雰朋気を作るよう心がｌｗｏｒｍｕｐ 
一問一答英会話チャンツ ける詞

２ＧGｍｅ、'Whuナロｍ工？“既習事項の確認
「sheだから,女性の

ﾘｷﾞだ｣

「callの意味は～で

きるだよれ？」

「famousって，どう

いう意味だつけ？Ｉ

・既習耶項の理解を確認。本時

で使用されそうな表現を意図
的に取り上げていく⑤

ある動物や人物について，

英語でヒントを出していく。

次の活動につながるような

英文を多く取り入れる。

３めあての硫認
'○○先薙にしよ

,相手意識，目的庶識を明確に

1－ 自分の好き尿痘逹や先生寮外圧１人に細介しよう つ｣

する，

４基本文の説販

教科野で取り上げられているイチローについて，みんな

で知っている慌報を出し合う。 「イチローは野球巡

手だよ」

「何歳だつけ？」
「今38歳だと思うＩ

･職業や年齢な等，いろんな情

報がでるよう文援する。

｢イチローについての説明文をみんなで作ろう！」

・モデル文を提示し，「人物」

を紹介する時の視点を再確認
する分

モデル文の提示 「見た目や身焚も言

った方がいいよねＩ

艀
エlikerchiroSuzuki

Heisdb0sebclllplQyer 

Ｈｅｉｓ３８ｙｅＱｒｓｏ１．．Ｇ.ｔｃ 
【【

５言語活1m］【僻くこと】３Ｃシートの活用

３Ｃシートのllliiに１１ﾄﾞきすすめていく。

’ ｢最初のＣ」トピックについて意見を出し合う「

ペアと意見を交わすことで,付霊紙のlilEが1ｍえて

いく⑤

声の大きさや発晋を確認し，柧手に伝わるよう ｢書いた後のｃ」お互いの文を椎敵する。する。

に，ジヱスチャーや表現方法を指導する‘

'プ'プ
スペルのチェックやリストの活用く

U次も頑張りたい＿
６自己評価

４－１４ 

Teqcher1SqndSfuden十SlQcfivi十ieS 指導'二の留意点 生徒の反応

自分の好きな友達や先生を外国人に紹介しよう！

｢最初のc」トヒザックについて意見を11胆合う。

ペアと意見を交わすヤニとで，付露紙のfilEが珊えて

いく`！

声の大きさや発脊を確認し，｜:ﾛ手に伝わるよう

に，ジェスチャーや表現方法を指導-ﾘｰる。

｢書いた後のｃ」お互いの文を椎敵する。

スペルのチェックやリストの活用。

'プ

溌鱗iil鐸llil11

６自己評価

.楽しい雰UH気を作るよう心が

ける。

･既習珈項の〕哩解を確認。本時

で使用されそうな表現を意図

的に取り上げていく。

「sheだから,女性の

ﾘｷﾞだ」

「callの意味は～で

きるだよれ？j

Ifamousって，どう

いう意ﾘ|：だつけ？」

「「、ｒ、ｆ垰郭晋Ｌ－ｐ｝。

｜’「次も頑張りたい」



仮説の検証

ｌ具体･仮説①の検証

Ⅶ 

衣現する場において，具体的な場[、を設定し，スキット・スピーチ等の汽語活動やペア活動を

取り入れることによって，自らの考えや思いを充螂信することができるであろう。

具体仮説①では，検証授業①，検証授業②のスキット・スピーチ活動やペア活動を通して「発信

力」を育成することができたかを，授業の様子，ワークシートや自己評l1liの記述・文章数の変化か

ら検証をおこなう。

(1)スキット・スピーチ活動から

①授業の様子・ワークシートの記述より

検証①では，「ALTの先化に鰍堅の食べ物や文化

について質問される」という場面を設定した。文を

沸く場においてペア活動を取り入れることで，「ALT

の先生はチャンプルーわかるかな？」「食べたて１７な

いかもしれないから，味も伝えた方がいいんじゃな

い？」など，相手を意撤して話す様子がみられた。

その結果，食べもの見たロや味など詳しく説明し

たり，図10のように相手を意誠して，自分の考えを

発信する様子が見られた。

検証②では第三者を紹介する文をiIFいた後，スピ

ーチで発表する活動を取り入れた。自分の好きな上

達を，その人物を知らない人に紹介するという場面

を設定したことで，その人の性格や内面についての

記述する様ｆも見られた。

また，アイディアをⅡ}しあう活IDIから始まる為，

英語が苦手な生徒も菰極的に参加していた様子が見

られたことから，発信力を育成するだけではなく関

心・意欲・態度を高めることにも効果があったと考

える。

図９ワークシートを記述している様子

TRlmMcwFro十？
’ 

eflnlole-
■-Ｊ 

~ＷＲ 、＿
閂』 Ｕ 

Ｔ由ＳｗＰＰｆ

mnlGTl1TM<P、Ｉ－Ｙｓ‐R（ 

Ｉｌｉｌ＜ｅｍｌへhr)十
図1０「島人参ｌについての記述

②実際の発表の様子から

検証①の実際のスキットの場面では，「女達と歩いていたら，道でぱったりＡＬＴとlfl合った」

と，より具体的に場[ii設定をした。スキットに移る|iiiにペアで相談し，「ジェスチャーをいれ

よう」「声を大きく」など話し合う様子が見られたことからも，菰極的に発信したことが伺え

る。検証前のアンケートでは,発表活動に対し「とても筈手」と答えていた男子生徒２鍋だが，

スキット本番では声も大きく衣情豊かに演じていた。これは「苫くこと」の段階で場Ijiiを意識

し情景をイメージをしながら;[ｻﾞいているため，自信を持って発信することにつながったと考え

られる。

また女子のペアも，普段の授業では発表に対してあまり祇極的な態度が見られなかったが，

教師のアドリブの質問にも答えるなど，自分の考えを一生懸命発信する様子がみられた。

検証②ではスピーチ活1EIIをとりいれが，どの生徒も伝える相手を意識し，声の大きさや読む

速さに注意しながら，自分の考えや思いを発信していた。アイコンタクトを意敵することの搬

題も見られたが，放課後や家で練習をし，本番の発表では５渦『''４鵜が原稿を見ずに発表する

という変容もみられた。このことからも，具体的な場面を設定し発表する場の設定をすること

は，発信力の育成に有効であったと考える。

４－１円
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③自己評価やアンケートからみる気持ちの変容

授業後の生徒による自己評価やアンケートの記述より，スキット・スピーチ活動やペア活動

を取り入れることで，自分の考えや思いを発信することへの気持ちの変化をみていく。検証前

は，人前で発表することに対し「とても苦手４名」「苦手１名」と答えていたが，検証授業①

②の後には全員が「楽しい」とえており，気持ちの面で大きな変容が見られた。

自己評価の中には，スキットについて「とても楽しかった。大会（市のスキットコンテスト）

でも優勝したい」「他のペアのジェスチャーがとても参考になった。次の発表では取り入れて

いきたい」等，人前で発信することへの意欲の高まりがみられる。このことから，授業の中で

実践的なコミュニケーションに繋がっているということを体験させる事は，発信することへの

モチベーションを高めることに有効であると考える。

また，スピーチに関しても「緊張したけどその分

楽しかった。次は発音に気をつけて，もっともっと

スラスラ言えるようにたくさん練習したい」「○○

さんの発音がとてもよかった。発音を教えてもらい

たい」等，英語の発音について具体的な目標を挙げ

る生徒がでてきた。

またペア活動についても，生徒全員が「とても良

い」と答えていた。その理由として「他の人の意見

が聞けて，いろいろな発想が思いつく」と書いてお

り，ペア活動は生徒の思考を促すことにおいても効

果がみられた。５名中４名は「みんなで意見をまと

めたり，みんなでやると楽しい」等，意見を交換す

ることの楽しさ(こっていて述べており，授業の中でることの楽しさ(こっていて述べており，授業の中で発信一受信の双方向性が図られ，その中で

自分の意見を発信することの楽しさを実感したことが読み取れる。

④文章数の変化から

スキット・スピーチ活動やペア活動を取り入れた事で，発信することに対する生徒の意識の

高まりと比例し，文章の数において増加が見られた。図11は，検証前の「自己紹介をしよう」

検証授業①「津堅の文化について英語で説明しよう」検証授業②「好きな友達や先生を英語で

紹介しよう」のテーマにおいて，生徒５名の文章数を比較した。

検証前の自己紹介では平均して２文程度であるが，それ以降は文の量が増加していることが

わかる。その理由として，場面を設定したことで伝える相手を意識し，より多くの情報を伝え

ようとしたことと，アンケートの記述にあったように，ペア活動を取り入れ意見を交わすこと

で，英語での表現方法を共有できたと考える。

これらのことからも，スキット・スピーチ活動やペア活動を取り入れることは，生徒の意欲

を高め，発信力の育成に効果的であったと考える。
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２具体仮説②の検証

自分の考えや思いをﾁﾄﾄﾞく場において，３Ｃシートを活用し段階的に森<指導を行うことで，ま

とまりのある英文を響くことができるであろう。

３Ｃシートを活用し段階的に灘く指導を行うことで，内容にまとまりのある文章を書くことができ

たか，生徒のワークシートの記述や使われている譜蕊数から検証していく．

(1)「普く前のｃ」の段階において

検証授業①では，情報を集める際にメモを取ることに

より思考を広げようと試みたが，検証授業②では「普く

前のｃ」の場面で付筆紙を使用した。メモを禅きとる作業

だと，平均して3つほどのメモであったが，付饗紙を便１Ｍ

すると､ﾄﾞ均５つ以上のメモをil＃いていた。これは，伝え

たい順番にメモを並べる作業をしていく過程で，伝える

相手や状況を意識させることにより史にアイディアが湧

き，そのことが情報蛾の増加につながったと考えられる。

実際の授業の中では，「見た、を言った方が，先議を知

らない人でもイメージが湧くんじゃないか」「先飛のス

ゴイ所を伝えた方が，好きという気持ちが伝わると,思う」

など，伝える相手を意識した発言が'1Mかれた。

無健康酌かい迄ラ
ルCl<h-l・卜|ＷＳ…ｗｅｅｃｌ

図１２検証①のメモ

軟逗
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図1３「３Ｃシートｌ活用時のメモ

(2)「響いてみようのＣ」記述・構成の段階において

この段階では，メモしたものを伝えたい順番に英文に直

していく。検証②では，発信力の育成には既習事項を活Ｈ１

する力も必要であることから，前もって生徒が予想しそう

な画問を教師が考え，それをヒントカードとしてまとめ生

徒に配布した。図'3の付護紙のＬｉ１で「アメリカに留学した」

とあるが，１年生は過去形について学習しておらず，どう

表現するかをペアで悩んでいたが，既習馴下項のCanを使い

「（留学したことによって）英語を上手に話すことができ

る」に変換されていた（図14）。メモを英語にl1I1Zした後，

「序論→本論→結論」の文章榊成を意識させ，ペアでチェ

ックさることで，図l5のように，文のはじめと最後にメイ

ントピックを意織したトピックセンテンスと結論文が付．

け足されていた。
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図1４付菱のメモを英語に直した段階
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nw1lMK＜ (3)「醤いた後のＣｊにおいて

この段階では，椎,舷の視点をまとめたチェックリストを

活１１]しペア同士の推敲を行う。しかし図l5のように,文章の

中に符号の忘れやケアレスミスがみられる。そこで教師が

添削をし「文の最後に何か忘れているよ」「主語が３人称

の時の動iinlは…」と付筆紙に１１Ｆいた。教師が答えを教える

のではなく，ヒントを与えることで生徒が自らにミスに気

付くよう促した。この作業を繰り返したことで，図l6のよ

うに最終的にミスのない英文をfIIFくことができるように

なったと考える。その後のスピーチ発表においても，自分

の文章に自信を持って堂々と発信する磯子がみられた。

結論文

図１５ペア推敲後の文章の変容
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｢Ｉ 

Ｉ|｢Ⅲ。

図１６教師の添削後の文章
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(4)又の内雰から

検証授業②の後，内容にまとまりのある文をF1ﾄﾞくノjについて，個々の力を見るため「ALTを家

族に紹介するスピーチを群<」というテストを実施した。

「３Ｃシート」導入前の文章と比べ，「３Ｃシート」導入後は「序論→本論→結論」の英文橘

成に沿って，内容にまとまりのある文章を普くことができていた。下記は評価Ａの上に徒と，大き

く変容がみられた生徒を拙}}'し，「３Ｃシート」使用前と便)'１後の文普を比較する。

①「評価Ａの生徒」の記述より

基礎蕪本が定着し，現在英検５級を取得している生徒である。検証①では，場面設定を明確に

したスキットを取り入れたことで，‘`DoyouknowChainploo?，，など|:１１手を意識した表現ができる

ようになっていた。「３Ｃシート」を活川した検i征後のテストでは，教科春のモデル文が４文で

あったことから，’二I標を４文以上と設定した。妓初の文が“DoyoLlknowMr血､？”と疑問文で

スタートしており，スピーチの聞き手を想定して文をﾉﾄﾞいたことが読みとれる。文の股後に接続

詞のｓｏを使って結論を述べ，「序論→本論→結論」の文章榊成に沿った内容にまとまりのある文

章を書くことができた。また使用されている単語をみても“hlsLory”や“interesting”等，表

現のI|耐も広がっており，文''１で使川されているワード数も増えていることから，語莱力もついた

ことがわかる．

械証授業①（３Ｃシート使用前】 検証②後（３Ｃシート使用） word数の変化
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②「蛾も変容の見られた生徒」の記述より

文を蒔くことを苦手としており，検証前の自己紹介を｢'『<課題においては無'且]答であった。検

証①の段階では，’'1ｔ's～"を繰り返し使う蝶表現の面でIUiL題が見られたが，「３ｃシート」活)U後

においては，ｂｅ動詞と＿股動詞を混ぜた文章になっており表現が多様になったことがわかる。ま

た文の股初と最後には，メインテーマである「ALT」についての自分の気持ちを発信しており，接

続詞のＳｏを使って文を結論付けていることから，|ﾉﾘ客にまとまりのある文漸になっている。検証

授業①②の授業後のアンケートの巾で「もっとスラスラ英語を苫けるようにがんばりたい」「単

語を覚えたい｣等「十!\くこと」への意欲の高まりと''1時に,譜iIjg力も増えていることがわかった。

検証iii（３Ｃシート使用前） 検征②後（３Ｃシート使用） word数の変化
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これらのことから「３Ｃシート」を活爪し段階的に`1ﾄﾞ<指導をしていくことは，基礎基本が定

着している'M三徒だけではなく，英語が筈手な生徒にとっても有効であったと考える。教科;lﾄﾞの

モデル文をまねるのではなく「自分の考えや思いを英語で発信できた」という蔦びを戈感させ

たことで，自己評価のﾘﾆ'でも「次は日記をilｻﾞいてみたい」や「単語をもっと増やしたい」など

「ﾒｷﾞくこと」への意欲のI高まりが見られた。そしてアンケートの中に「藤くこと」が楽しいと

いう理由の－つとして「考えるﾉjがつくと思う」「考えることが楽しい」と答える生徒もいた

ことから，思考力を高めることにも効果があったと考える⑥
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Ⅷ研究の成果・課題・対応策

１成果

○指導過程を工夫することによって，段階を踏んで書くことができ，自分の考えや思いを英語で発

信することができるようになった。

○スキット・スピーチなどの言語活動を充実させることで，「書くこと」への意欲が高まり，発信

することへの自信が見られた。

○３Ｃシートを活用し，「序論→本論→結論」の英文構成を意識させる事で，内容にまとまりのあ

る英文を書くことができた。

２課題

○授業以外で，生徒が自分の考えや思いを英語で発信する場の設定

○スキットやスピーチ等のパフフオーマンス評価の工夫

３対応策

○学校行事と関連させながら，地域や授業外で発信する場を教科の年間指導計画

○学習指導要領の「話すこと」を基に評価項目を明確にし，ＡＬＴと共に評価する。

地域や授業外で発信する場を教科の年間指導計画に位置付ける。
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